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〔論文〕  
 
20ୡ⣖初ᮇの東亜同文会の東䜰ジ䜰をめぐる䝛䝑䝖䝽ーク 
̿䛄東亜同文会ሗ࿌䛅か䜙  ̿
 
            愛知大学名㄃ᩍᤵ・東亜同文書院大学記念センター䝣䜵䝻ー ⸨⏣ ె  ஂ
 
䠍䠊䛿䛨䜑䛻 
 ࿘知のように、東亜同文会は 1898 年（᫂἞ 31）
に東亜会と同文会のྜేによってㄌ生した。䛭の
ᴫせ䜔䛭のᙺ๭に䛴いては➹者も⤂௓した（ὀ
1）。会㛗は、すḢに␃学経㦂をᣢ䛱、開᫂的でΎ
国䜔ᮅ㩭とのᩍ⫱文໬஺ὶを┠ᣦした近⾨⠜㯢
で、᪩㏿ᶵ㛵ㄅ䛄東亜᫬論䛅を䜋䜌月หㄅとして
Ⓨหしている。しかし、1㻤99年 12月 25日に✺↛
ᗫหとなり、䛭れに代わって本論でᢅう䛄東亜同文
会ሗ࿌䛅が同䛨䛟月หㄅとして᪂たにห⾜された。
䛭の際、会ဨ㉎ㄞไとなり、䛄東亜᫬論䛅௨ୖにさ
䜙なる東䜰ジ䜰の生᝟ሗをᒆけるⅬに䝸䝙䝳ー䜰
䝹のຊⅬを⨨䛟のが⌮⏤とされた。 
 本論は、このようにㄌ生した䛄東亜同文ሗ࿌䛅が
䛹のような᝟ሗをఏ䛘、䛹のようなᙺ๭をᯝたした
かに䛴いて、᳨ウする。た䛰し、௒ᅇ、⣬ᖜの㒔
ྜにより、䝕ータを中ᚰに♧し、ᴟめて⡆₩に論
㏙する。 
䠎䠊䛄ᮾளྠᩥ఍ሗ࿌䛅䛾ᴫせ 
 ➹者はඛにこの䛄東亜同文会ሗ࿌䛅が᚟้され
ると䛝に、䛭の開タをᇳ➹するᶵ会があり、これ䜙
の経⦋に䛴いてもゐれた(ὀ 2㻕のでここではヲ⣽
は省䛟が、䛄東亜同文会ሗ࿌䛅は 1900年か䜙 1910
年 6月15日の 132ᅇศの 11年㛫にཬ䜣でห⾜
された 132 ෉ศの月หㄅである。た䛰し、᚟้に
ᙜたり、Ⓨหᙜ初の➨1ྕか䜙➨4ྕの 4ᅇศは
䛭のᏑᅾがศか䜙䛪、ᮍ཰㘓となった。ẖྕの㡫
ᩘは 60か䜙 80で、とりわけ๓༙に㡫ᩘがከ䛟、᫬
に≉集記㘓な䛹で 100㡫を㉺䛘ることもある。しか
し、後༙になるとᐇ⦼の⵳✚のୖに㛵連༢⾜本の
ฟ∧がྍ⬟になり、䛭れにຊをධれるようになり、
40か䜙 60㡫䜈とῶᑡしている。 
 䛭のෆᐜと⦅成もⱝᖸ変໬する。たと䛘䜀ᙜ初
の➨ 5ᅇでは、ま䛪亜⣽亜༠会とのྜేをఏ䛘る
「会ሗ」、ḟいで「Ύ㡑ྛᆅ㏻ಙ」として、໭ி、ୖ
ᾏ、⚟ᕞ、䜰䝰䜲、₎ཱྀ、ᗈ東、平ኅ、ᇛὠか䜙の
ሗ࿌、᭱後に「㞧㘓」として、Ύ⸨ᖾ୐㑻、ⓑᒾ㱟
平、➲᳃൤ຓ䜙のྛᆅどᐹᅋが཰㘓されている。
䛭れが 16 ᅇになると、「会ሗ」、「ᾏእ㏻ಙ」、「講
₇」、「㞧㘓」、「᫬ሗ」となり、の䛱には「論ㄝ」が䝖
䝑プとなり、ḟいで「㞧㘓」、「᫬ሗ」、᭱後に「会
ሗ」となる。䛭の際᫬ሗは支㑣本部、‶ᕞ、㡑国と
ᆅᇦูにまとめ、さ䜙にᮎᮇには、「論ㄝ」䜔ྛᆅ
か䜙の「㏻ಙ」の䜋か、「㈨ᩱ」䜔「༙月ᨻ἞経済
ᚿ」、「⤫ィ」のᯟがタけ䜙れ、「᫬ሗ」の中も、ෆ
἞እ஺、学事㌷事、㈈ᨻ経済、㎰ᕤၟ㖔、஺㏻㐠
㍺、᫬論な䛹ศ㔝ูに༊ศされるようになった。䛭
こに᝟ሗを䛹のようにᩚ⌮するかのヨ⾜㘒ㄗがう
かがわれる。 
 この1900年か䜙1910年の11年㛫は、日本䜔東
䜰ジ䜰にとって㔜せな᫬ᮇであった。≉に1904年、
日㟢の᭱⤊的な⾪✺も㎡さないと඲国で㐟ㄝして
いた近⾨⠜㯢がᛴṚした┤後か䜙 1905年にかけ
て日㟢戦தが⾜われ、日本にとって国の࿨㐠を
かけた戦தであった。䛭の┤๓┤後にはᙜ↛、Ύ
㡑㟢か䜙の᝟ሗが㔜せとなり、䛄東亜同文会ሗ࿌䛅
は⬮ගをᾎ䜃たに㐪いない。しかし、䛭のෆᐜは
䛭のようなື䛝にも䝤䝺䛪、ῐ䚻と෭㟼に᝟ሗに
ᑐฎしているᵝᏊに同文会の基本ጼ勢はಖᣢさ
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れ、䛭の初ᚿは䝤䝺ていないことがわかる。 
 また、書院にとっても㔜せな᫬ᮇであった。1900
年には༡ி同文書院がオープンしたが、⩏࿴ᅋ
の஘の影響で、⩣ 1901年に開学したୖᾏ東亜同
文書院䜈⤫ྜされている。１ᮇ生、䠎ᮇ生、䠏ᮇ生
と᪂ධ生がḟ䚻にධ学し、䠏年㛫でḟ䚻と༞業し
てい䛟ヨ⾜ᮇでもあった。᰿ᓊైᩍᤵによるಟ学
᪑⾜も฼⏝したၟ業ㄪᰝの後、「大᪑⾜」もスター
䝖し、ᚭᗏ的なΎㄒᩍ⫱とともに書院のᩍ⫱のᰕ
が形成された。䛭して、日Ύ戦தにᩋれたΎ国で
は、ὒົ㐠ືな䛹のᨵ㠉がᨻ἞యไの変㠉まで
いかない中で、㠉࿨㐠ືが㢖Ⓨするようになり、１
䠕１１年１１月に㎞஻㠉࿨が㉳こるᑍ๓まで䛄東亜
同文会ሗ࿌䛅はⓎหされた。 
 
䠏䠊䛂఍ሗ䛃䛛䜙 
 ⣬ᖜのไ約もあり、ご䛟⡆༢にྛ᝟ሗか䜙わかる
ことをⱝᖸゐれてお䛟。 
 ま䛪、「会ሗ」か䜙は東亜同文会の会ဨືྥが
わかる。 
 ᅗ 1は、タ立ᙜ初の 1902 年における国ෆ㒔㐨
ᗓ┴ูの会ဨᩘのศᕸをసᅗして♧したもので
ある。ᆅඖの東ிが䝎ン䝖䝒にከ䛟、ḟいで近⾨
ᐙとも㛵ಀ῝䛟⧊≀の㍺ฟをពᅗしたி㒔が䛭れ
にḟぐ。大㜰と⚟ᒸが䛭れにḟ䛞、ᶵෆ、中国、
໭஑ᕞな䛹のす日本に集中する。東໭はᑡない
が。⸬㛸ᨻ἞を᎘った近⾨⠜㯢にᑐするྛ知事
ᒙのᑐᛂもあったと思われる。䛭䜣な中で支部の
⤖成がྛᆅ᪉でᒎ開するが、ᅗ 2 にみ䜙れるよう
に 1906 年には඲会ဨ 1369ே。う䛱ி㒔、ᘯ๓、
㟷᳃、ᗈᓥで支部が⤖成され、名古屋も‽ഛにධ 
っていた。ி㒔はさ䜙に会ဨがቑ䛘、ᘯ๓、㟷᳃、
ᗈᓥも会ဨがቑ䛘ている。 
 
 
またᮅ㩭では㔩ᒣを➹㢌に、ோᕝ、ᮌᾆ、ிᇛ、
ඖᒣに支部が⤌⧊されている。 
 ᅗ 3 はእᆅでの東亜同文会会ဨᩘの㒔ᕷูศ
ᕸを♧した。ᙜ初ᅽಽ的に㡑国の㔩ᒣ、ிᇛ、ᮌ
ᾆ、ඖᒣな䛹の㒔ᕷに集中していたことがわかる。
Ύ国ではୖᾏ、໭ி、ኳὠ、₎ཱྀ、ᗈ東、⚟ᕞな
䛹で、い䛪れもᙜ᫬、ព㆑をᣢった日本ேがእᆅ
で䛹のようにศᕸしていたかがうかがわれる。 
 ᅗ 4 は、እ国ேのᐈဨ会ဨᩘのศᕸを♧した。
ிᇛ（㡑ᇛ）に集中がみ䜙れる䜋かはΎ国ෆもศ
ᩓ的である。ඛ⾜して学校ᩍ⫱をすすめた㡑国
で䛭の཯ᛂがみ䜙れたものと思われ、一᪉、Ύ国
ではま䛰事業もᑡな䛟཯ᛂがᙅかったとい䛘る。
䝨䝹シャேにከいのは、近⾨⠜㯢と⏣㘠Ᏻஅຓ
の中東ゼၥの成ᯝであ䜝う。 
広島
図1　東亜同文会会員の都道府県別分布（1902年12月）
（『東亜同文会報告』第38回より作成、 藤田原図）
図2　「東亜同文会」支部の分布と支部員数（1906年）
（『東亜同文会報告』より作成、 藤田原図）
105
  
 
また、「会ሗ」にはᵝ々な東亜同文会の活動グ
㘓がみられるが、その中で教育文化事業のᐇ㊶と
して、韓国での教育普ཬ事業があった。当時の韓
国の地方での教育は୙༑分であり、普通教育の
ᗏ上䛢を目的とした。そのために、┤Ⴀの学校を
タ立する方法と、᪤Ꮡの学校への援助の方法が
あり、校舎は援助すべき学校そのものがきわめて
少なく、そのような学校への援助も行う一方、⮬๓
の学校をᘓタし、生ᚐを受け入れる方法が୺力と
なった。໭韓の城津学ᇽでは、のちに南方᥈᳨
で᭷名になる➲᳃൤助が学校長を任じられてい
る。 
 一方、清国では᪤Ꮡの学校があり、それらにඛ
生を派遣したり、校舎ᘓタの一部を援助する方ᘧ
が中心であった。ただし、保Ᏺ的な地方では、東
亜同文会が清朝の᎘う新ᘧの教育ではないかと
地元᭷力者が拒む例もあった。 
 さらに啓ⵚ活動は新⪺のⓎ行や地方紙の援助
の協力を行った。ᅗ 5 はそれらの∦㫣を♧してい
る。 
 
 
䠐䠊䛂ㅮ₇䛃䛛䜙㻌
 「東亜同文会ሗ࿌」には、ほとんどẖᅇㅮ₇㘓が
཰㘓されている。その時代や時期の中で、同会が
ᣍいたㅮ₇者とㅮ₇内ᐜからその時の関心事と
ព思の表れをそこにㄞみ取ることができるとい䛘
る。 
 表 1 は、ㅮ₇㘓が ཰㘓さ れた 16 ᅇ目
(1901㻚3㻚1㻚 )から80ᅇ目（1906㻚7㻚 26㻚)までのㅮ₇者
とㅮ₇の䝔ー䝬を♧した。䠍ᅇに 1㻙3 本のㅮ₇が
行われ、合ィ104 本のㅮ₇が཰㘓されている。 
 それをぢると、さま䛦まなㅮ₇者がその時々の問
図3　外地における東亜同文会会員の都市別分布（1902年12月）
（藤田原図）
図4　東亜同文会外国人客員会員の分布（1902年12月）
（『東亜同文会報告』第38回より作成、 藤田原図）
図5　東亜同文会が直接または一部経営した学校と新聞社（1906年）
（『東亜同文会報告』1906年より作成、 藤田原図）
106
表1　「東亜同文会報告」中に収録された講演者と講演テーマの回別一覧（1901～1906）
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題をㅮじ、ゎỴの㐨をᥦ᱌している。≉に、日㟢
㛤ᡓ（51 ᅇ、1904㻚2䡚70 ᅇ、1905㻚9）への㞺囲Ẽ
が近䛵くなか、40 ᅇ代以㝆、㟢国と㟢රが進出し
ている‶ᕞに関する多ᵝな᝟ሗが多㠃的にㅮじ
られている。しかし、ᡓ時య制一Ⰽではなく、清国
内の᥈᳨に関するㅮ₇も多く、また㫽ᒃ㱟୕のよ
うな民族◊✲者や歴ྐ◊✲者の⏣ཱྀ༲ྜྷ、教育
者の柏原文太郎、法学者のᡞỈᐶỈ、地⌮学者
のᑠ⸨文次郎、᥈᳨家➲᳃൤助、㉳業家ⓑᒾ㱟
ᖹらなどもㅮ₇しており、このㅮ₇会は東䜰䝆䜰
に関する一✀の▱的䝃䝻ンであったことがうかが
われる。 
 東亜同文会の関係者では、๓㏙のⓑᒾ㱟ᖹや
➲᳃൤助、柏原文太郎のほか、⏣㘠Ᏻஅ助、஭出
୕郎、根津一、中す正ᶞ、஭上㞞二、㧗ᶫㅬなど
の名๓がぢ䛘、東亜同文書院生では、1 期生の間
島次郎が卒業した䜀かりで、㧗く評価された◊✲
成果をⓎ表している。また、2 期卒業生でᯘ⏣㈼
次郎、Ἴ多野要స、ᱜ஭ዲᏕらと 2 年間ಶ別にす
ᇦ調ᰝ᪑行を行った୕ᾆ⛱、ⲡ政ྜྷが別々にⵚ
ྂ調ᰝ᪑行ㄯとしてㅮ₇し評価されている。 
 
䠑䠊䛂㡑ᅜ䞉Ύᅜ㏻ಙ䛃䛛䜙㻌
韓国および清国からの「通信」は、この䛄東亜同
文会ሗ࿌䛅の会ဨ制にした時の目⋢であった。通
信ဨは東亜同文会の関係者や同会のព向を受け
た⌧地㥔ᅾဨであり、Ⓨ信者のグ名入りグ事であ
る。文Ꮠどおり⌧地の生᝟ሗをఏ䛘るところに価
್があった。 
ᅗ 6 は「韓国通信」で第 5 ᅇ（1900㻚4）から第 76 
ᅇ（1906㻚3）までの 6 年間の通信内ᐜをⓎしした、
㒔ᕷ別、しかも᝟ሗ内ᐜ別に♧したものである。 
それによれ䜀、ᖹተと城津からの᝟ሗが⩌をᢤ
いて多く、次いで元ᒣ、㙾城とつ䛵き、いずれも
໭韓地ᇦに集中している。南韓ではやっと 57 ᅇ
から大㑪が集中的にⓎ信する⛬ᗘで、それも東
亜同文会が経Ⴀすることになった㐩城学校からの
学校᝟ሗが୺で、それに日本のᒃ留民、㕲㐨ᕤ
事などまちのⓎ㐩にకう᝟ሗが௜加されていく。
中心地であるはずの京城᝟ሗはほとんどない。๓
ᥖした東亜同文会の会ဨの数は、㔩ᒣに次いで
京城は第２位の数を♧すのにである。 
このことから、この時期、໭韓が会にとって重要
であったということができる。日清ᡓ争を通じて、よ
り清朝に近い໭韓は、さらにᢡからの䝻シ䜰の‶
ᕞや໭韓への南ୗに対する⥭ᙇが㧗まる中で当
↛であったということができる。そして、ᖹተでは
᐀方ᑠ太郎らの䜾䝹ー䝥の┾⸨⩏㞝が、城津で
はᮌᮧᏱ太郎がそれ䛮れの㒔ᕷやその࿘㎶地
ᇦ᝟ሗをẖྕに近くⓎ信していたこともわかる。‶
ᕞ、䝻シ䜰に近い城津からは、䝻シ䜰や䝻シ䜰ර
の動きとともに、᪩くも間島問題もⓎ信されてい
る。 
一方、ᅗ 7 は「清国通信」のᅇ別㒔ᕷ別Ⓨ信≧
ἣの第5 ᅇ(1900 年)から 69 ᅇ（1905 年）までを♧
し、ᅗ 8 はᅗ 7 以外の㒔ᕷのⓎ信≧ἣを♧した。
ᅗ6 では๓半₎ཱྀから集中的に₎ཱྀ᝟ሗがⓎ信
されているが、日㟢ᡓ争へのẼ配がᙉくなるとそ
れがそれまでほとんどなかった໭京᝟ሗへとシフ
トしている。₎ཱྀは清国の中ኸ部で≀㈨や᝟ሗの
集まる䝉ン䝍ーであった。ᓊ⏣ྫྷ㤶に䝃䝫ートさ
れたⲨᑿ⢭はྫྷ㤶の່めでこの₎ཱྀに⛣り、清
国᝟ሗにゐれようとしている。日㟢ᡓ争は経῭か
ら政治のᒁ㠃へ᝟ሗをシフトさせたのである。ᅗ7 
では†南᝟ሗが第 50 ᅇ（1904 年）から⥆くがこれ
は外国人᎘いの†南の長Ἃで学校教育を䝃䝫ー
トし、やがて地ᇦ᝟ሗもఏ䛘るようになったỈ野ᱵ
ᬡのⓎ信によるものである。 
以上の「通信」の௳数をⓎ信地別に分ᕸᅗとし
て♧すとᅗ9 のようになる。 
それによると、この時期、ᖹተをト䝑䝥として໭
韓のㅖ㒔ᕷのⓎ信㔞が多く、後半になって南韓
では大㑪にⓎ信㔞がめだつが、京城からのⓎ信
㔞はほとんどなく、当時の日本からぢれ䜀、京城
の᝟ሗⓎ信の重要ᛶはほとんどなかったとい䛘る。
一方、清国では඲期をぢれ䜀Ⓨ信㔞のᕪはある
が、各地からのⓎ信がみられ、とりわけ₎ཱྀ、次い
で⚟ᕞの᝟ሗ㔞がかなりの時期まで多く、重どさ
れ、໭京や上ᾏ、南京、ᗈ東はึ期だけのⓎ信
である。しかし、日㟢ᡓ争になるとኳ津、ᡓ後は໭
京に᝟ሗⓎ信が集中する動きが分かる。政治≧
ἣの重要ᛶが増䛘たということであろう。それは次
の「時事」の内ᐜからもうかがわれる。 
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図6　「韓国通信」の回別発信地別主要内容（『東亜同文会会報』より作成）（1900～1906）
図7　「清国通信」の回別都市・地区別主要内容（その1）（『東亜同文会会報』より作成）（1900～1905）
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図8　「清国通信」の回別都市・地区別主要内容（その2）
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䠒䠊䛂᫬஦䛃ሗ࿌䛛䜙㻌
次に、「時事」はより㏿ሗ的な文Ꮠどおり時事ሗ࿌
であり、第47 ᅇ（1903）から第85 ᅇ（1906 年）まで
⥆いた。グ名はないことから、⦅集部が⌧地関係
者や少しずつ各地にㄌ生していく東亜同文会⣔
の新⪺やそのほかの新⪺、᝟ሗㄅなどから᝟ሗ
を取り寄せ⦅集したものと思われる。時期的には、
日㟢ᡓ争┤๓から┤後にかけての時期であり、ᡓ
ᒁも⇕っぽくはなく、෭㟼にሗじている。各ᅇの
「時事」グ事について韓国グ事を表 2、清国グ事
を表3、䝻シ䜰グ事を表4 に⡆₩にまとめた。 
表2の韓国グ事は、まず໭韓の㱟ᒾᾆに䝻シ䜰
が᳃ᯘఆ᥇のためᯘ地を⛒೉し、その㡿ᇦを຾
手にᣑ大していることに、韓国政府がᢠ㆟し、஺
΅がはじまったことに、日本ഃも関心をᣢち、その
推⛣をぢながら⌧地ど察を௻⏬するが、䝻シ䜰ഃ
から拒否されたこと、また日本ഃのὶ⟁も保඲さ
れない≧ἣのΰ஘をఏ䛘、対䝻シ䜰への警ᡄを
ᙉめている໭韓グ事からጞまっている。その┤後
に日㟢ᡓ争になり、第 51 ᅇから第 70 ᅇまでのᡓ
争中は日韓の関係をᐦにし、ᡓ後は、韓国の政
治、⏘業、㈨※、஺通などのᩚ備の動きやそれら
への支援᝟ሗがつ䛵き、韓国への関心が㧗いこ
とを♧している。 
表 3 は同じ時期の清国グ事のおもな㡯目を♧
した。日㟢ᡓ争๓もᡓ争中も、䝻シ䜰が勢力をᣑ
大した‶ᕞとそこでの䝻シ䜰軍の動きの᝟ሗみら
れるが、それ以上に清国内でのิᙉの活Ⓨな動
き、⛉ᣲのᗫṆをはじめ、政治、㕲㐨や⯟㊰、軍、
教育、などのᵝ々な近代化、ᡓ時中とᡓ後の㟢清
関係などの᝟ሗがῐ々と韓国からのⓎ信㔞以上
に多くⓎ信されている。ᡓ後も同ᵝであるが、‶
ᕞ᝟ሗはまだⱝᖸみられる⛬ᗘである。 
表 4 は䝻シ䜰に関する「時事」᝟ሗである。䝻シ
䜰には東亜同文会のⓎ信者はいないため、多く
は‶ᕞ内でᚓられる䝻シ䜰の動きをⓎ信したもの
で、඲యの᝟ሗ㔞は多くない。ᡓ後も日㟢ㅮ࿴஺
΅をῐ々とఏ䛘ているが、䝻シ䜰の新しい動きに
は関心を寄せていることが分かる。 
 
䠓䠊⤊䜟䜚䛻㻌
以上、䛄東亜同文会ሗ࿌䛅からそこにグ㘓された
୺に韓国と清国からの᝟ሗⓎ信≧ἣとその୺な
内ᐜについて᳨ウした。紙ᖜの関係で内ᐜへの
ゝཬは最ᑠ㝈にດめたが、20 ୡ⣖のึ期、東亜
同文会が当ึ韓国、次いで清国からのリ䜰䝹な᝟
ሗを䛄東亜同文会ሗ࿌䛅によってᗈく集め、東䜰䝆
䜰の᝟ሗ䝛䝑ト䝽ークをᵓ⠏していたことを明らか
にした。もちろん、その⫼ᬒには会ဨや関係者の
⌧地からの≉派ဨ的ᙺ๭があった。1907 年から
1910 年の 80 ᅇ代以㝆になると、ห行本出∧へ重
Ⅼが⨨かれるようになり、各地の人⬦によるリ䜰䝹
な᝟ሗよりも⌧地に同会がつくった新⪺や⌧地に
ㄌ生した新⪺や㞧ㄅなどのグ事からのグ事を活
⏝する方向もㄞみ取れる。それがやがて 1910 年
6月の⤊หになり、次の௻⏬へとᒎ㛤することにな
った。 
とはい䛘、本᱁的な新⪺も䝔䝺䝡など通信ᶵ⬟
がない時期に、これだけの東䜰䝆䜰᝟ሗ、時には
Ḣ⡿の᝟ሗまでも཰集し、月หㄅとしてⓎ行した
ことは、௒日の᝟ሗㄅにくらべてもᘬけをとらない
䝺ベ䝹にある。そこに近⾨⠜㯢を中心とした東亜
同文会の東䜰䝆䜰との文化・教育஺ὶに対する᝟
⇕があり、またඛ㥑者Ⲩᑿ⢭の清国での地ᇦ᝟ሗ
཰集とそれを⦅集した根津一の経㦂も生かされて
いたということができる。 
図9　「東亜同文会」中の「報告」発信回数別発信地の分布（1900～1906）
（同報告より作成、 藤田原図）
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表2　韓国に関する「時事」報告の回別主な事項（1903～1906）
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表3　清国に関する「時事」報告の回別主な事項（1903～1906）
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表4　露国に関する「時事」報告の回別主な事項（1903～1906）
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